
 

●●● は じ め に ●●● 

習志野市は、昭和２９年８月に市制施行し、本年、平成２６

年８月に市制施行６０周年を迎えます。この間、昭和３９年には、

新たな都市（まち）づくりの拠点として、市庁舎を建設し、昭和４５

年には、現在も脈々と受け継がれている、習志野市のまちづくり

の基本理念である「文教住宅都市憲章」が制定されました。高

度経済成長期には、２度の埋め立てや鉄道、高速道路などの

都市基盤の整備充実に併せ、人口増加に伴い、市民生活や

サービスに欠かすことのできない多くの公共施設が整備されてき

ました。そして現在、これらの公共施設が、建築物の寿命である

耐用年数を経過し、次々と更新時期を迎えつつあり、公共施設の老朽化問題が顕在化して

きています。 

習志野市では、この問題が広く認識される以前から、全国に先駆け、課題解決へ向けた取

り組みを進めてきました。その成果の第一弾として、平成２０年度に公共施設マネジメント白書を

作成、公表しましたが、その分析では、市が保有する公共施設の老朽化が全国的にも進んで

いることが明らかになりました。更に、その後の検討において、これらの公共施設の老朽化対策

として、今後、改築や改修等を実施するための事業費の確保が、財源の観点から非常に困

難であることも判明しました。このような厳しい状況を踏まえ、習志野市では、この公共施設老朽

化問題を、どのように解決していけば良いのか、そもそも解決が可能であるのかについて、第三

者機関による審議や、大学との共同研究等により、多角的に分析、研究を重ねるとともに、こ

の問題を習志野市の将来を見据えた都市政策上の大きな課題として捉え、これまで、様々な

角度から検討を進めてきました。同時に、各施設の利用者や周辺住民、関係者など、市民を

主な対象として、説明会や 意見交換会、シンポジウム、出前講座の開催、あるいはアンケー

トを実施するなど、情報共有に努めるとともに、広報紙やホームページ、マスコミ等を通じた情

報発信も併せて実施し、より 多くの皆様の合意形成に向けた努力を重ねてまいりました。 

習志野市公共施設再生計画は、このような経過を踏まえて策定された、平成２６年度から

平成５０年度までの２５年間を計画期間とする、習志野市が保有する公共施設に関する老朽

化対策の行動計画であります。 

終わりに、本計画の策定にあたり、貴重なご意見、ご助言をいただきました皆様をはじめ、市

民意識調査、アンケート調査などにご協力をいただきました皆様に心から感謝申し上げます。

本計画をぜひご一読いただき、今後の計画の推進につきまして、一層のご理解とご協力を賜り

ますよう、よろしくお願いいたします。 

習志野市長 
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